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私
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
物
価
問
題
特
別
委
員
会
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
二
日
並

び
に
昭
和
五
十
八
年
五
月
十
八
日
の
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
牛
乳
価
格
政
策
の
問
題
点
に
つ
い
て

政
府
の
責
任
を
追
及
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
酪
農
を
取
り
巻
く
現
状
を
み
る
と
、
矛
盾
点
は
更
に

拡
大
し
生
産
酪
農
家
は
、
一
戸
当
た
り
平
均
千
二
百
万
円
の
負
債
を
負
う
苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。 

一 

全
国
生
乳
需
給
調
整
農
業
協
同
組
合
連
合
会(

以
下｢

連
合
会｣

と
い
う
。)

は
、
本
年
三
月
十
二
日
及
び
十
四

日
付
で
、
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
三
社
に
対
し
、
農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
一
項
第
十
一
号
に
基
づ
い
て
、
生

乳
取
引
契
約
に
関
す
る
団
体
協
約
を
締
結
す
る
た
め
の
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
昭

和
六
十
二
年
三
月
十
六
日
、
連
合
会
は
、
加
藤
六
月
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
も
、
酪
農
振
興
法
第
十
九
条
の 

よ
つ
て
、
酪
農
・
乳
業
の
健
全
な
発
展
を
願
う
立
場
か
ら
次
の
質
問
を
す
る
。 
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四 

設
問
三
で
い
う
申
出
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
農
林
水
産
大
臣
は
、
ど 

三 

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
日
、
連
合
会
は
、
加
藤
農
林
水
産
大
臣
あ
て
に
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
交
渉
拒
否
に
対

し
酪
農
振
興
法
第
十
九
条
の
三
に
よ
る
勧
告
（
農
林
水
産
大
臣
は
―
中
略
―
そ
の
乳
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ

の
生
乳
等
取
引
契
約
又
は
団
体
協
約
の
締
結
又
は
変
更
の
交
渉
に
応
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
）
を
求
め
る
申
出
を
行
つ
た
と
い
う
が
、
そ
の
事
実
を
承
知
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 
 

い
。 

二 

三
月
十
八
日
、
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
三
社
は
連
合
会
に
「
団
体
協
約
締
結
へ
向
け
て
の
交
渉
に
は
応
じ
な
い
」

旨
電
話
で
回
答
し
た
。
そ
こ
で
連
合
会
は
、
文
書
で
そ
の
回
答
を
求
め
た
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
何
ら
の
意
思

表
示
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
監
督
官
庁
で
あ
る
農
林
水
産
省
は
、
こ
の
間
の
経
過
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三
に
基
づ
き
右
の
事
実
の
申
出
を
行
つ
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。 

四 

 



 

 

五 

の
よ
う
な
対
応
を
行
つ
た
の
か
、
こ
の
際
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。
。 


